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 (1) 業務の内容  

 

(a) 業務題目 断層帯の詳細位置・形状等および断層活動履歴・平均変位速度の解明 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

国立大学法人東京大学地震研究所 

国立大学法人東京大学地震研究所 

国立大学法人信州大学教育学部 

国立大学法人新潟大学理学部地質科学科 

国立大学法人東京大学地震研究所 

助教 

教授 

准教授 

准教授 

特任研究員 

石山 達也 

佐藤 比呂志 

廣内 大助 

小林 健太 

中山 俊雄 

 

(c) 業務の目的 

変動地形学的手法と第四紀地質学、特に高精度火山灰編年に基づき、本断層帯の詳細位

置・分布・形状・変位様式・活動履歴や平均変位速度の解明を図る。尚、このサブテーマ

で得られた知見は逐次サブテーマ（３）（地震動予測の高度化）に反映させ、本調査観測全

体の進展を図る。 

 

(d) ３ヵ年の年次実施業務の要約 

1) 平成２４年度：立川断層帯全体を対象にして既存資料を収集するとともに、地形・地質

調査および空中写真判読等に基づく変動地形学的な調査観測を実施し、活断層・変動地形

の位置・分布・変位様式について検討を行った。また、断層帯の活動履歴と，特に変位様

式を明らかにすることを目的とした大規模トレンチ調査・ボーリング調査などの掘削調査

を，旧日産自動車工場跡地を主な候補地点として実施した。  

2) 平成２５年度：引き続き立川断層帯全体を対象にして既存資料を収集するとともに、地形・

地質調査・航測図化および空中写真判読等に基づく変動地形学的な調査観測を実施し、活断層・

変動地形の位置・分布・変位様式について検討を行った。また、断層帯の活動履歴と，特に変位

様式を明らかにすることを目的としたトレンチ調査・ボーリング調査・極浅層反射法地震探査な

どの調査を実施した。 

3) 平成２６年度：前年度までの調査成果に基づき、立川断層帯を対象にして変動地形学的

な検討を行い、その結果に基づいて、特に断層帯北部の名栗断層について断層帯の変位様

式・形状および活動履歴を明らかにすることを目的としたトレンチ調査・ボーリング調査

などの掘削調査を実施する。以上の結果を他のサブテーマ等で得られたデータと総合的に

検討し、立川断層帯の活動履歴と三次元分布形等を明らかにする。また、断層帯の地表位

置については 3 年間の調査観測の成果をふまえた詳細なマップを作成し取りまとめを行う。 

 

 

(e) 平成２５年度業務目的 

 引き続き立川断層帯全体を対象にして既存資料を収集するとともに、地形・地質調査・

航測図化および空中写真判読等に基づく変動地形学的な調査観測を実施し、活断層・変動
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地形の位置・分布・変位様式について検討を行う。また、断層帯の活動履歴と，特に変位

様式を明らかにすることを目的としたトレンチ調査・ボーリング調査・極浅層反射法地震

探査などの調査を実施する。 

 

 

(2) 平成２５年度の成果  

 

(a) 業務の要約 

 立川断層北部の活断層としての性格を明らかにすることを目的として、瑞穂町において

ピット調査およびトレンチ調査を実施した。このうち、狭山神社地点では、断層が新旧の

斜面堆積物を切断する明瞭な断層構造が認められた。断層はほぼ地表面直下まで到達して

おり、歴史時代の活動を含んで、完新世に複数回の断層運動があったと推定される。また、

底面に露出した断層の微細構造を詳細に検討した結果、左横ずれ断層に特徴的な構造が認

められた。これは同地点で認められる、尾根線および崖線の左屈曲および南向き斜面の傾

斜変換線といった地形的特徴と整合的であり、立川断層が左横ずれ成分を伴う断層である

ことを示す。 

 

(b) 業務の方法 

 立川断層帯は、名栗断層と立川断層から構成され、埼玉県飯能市から東京都青梅市、立

川市を経て府中市に至る、長さ 33 km、北西走向の断層帯である。立川断層は、北西走向

で長さは 20 km 余、首都圏にあってごく近い将来に活動するおそれのある活断層として注

視されている（地震調査委員会，2003；2011）が、その活動履歴はもとより活断層として

の性格についても未だ不明な点が多々残されている。それらを解明するため、本調査では、

①空中写真判読と航測写真図化により変位地形の検討を行い、②その結果、左横ずれに伴

う断層変位地形と推定される二箇所で、ピット（狭山神社地点）およびトレンチ（阿豆佐

味天神社地点）調査を実施した。③また、変位地形の極浅部の地質構造を解明するために、

極浅層反射法地震探査を実施した。 

 

(c) 業務の成果 

1）狭山神社ピット調査  

立川断層は、多摩西部にあって北西－南東方向にほぼ一直線状に走る長さ 20 km 余の活

断層である（図 1）。北西延長部に存在する名栗断層を含めた立川断層帯（総延長約 33 km）

の主部を占め、北は阿須山（あずやま）丘陵の笹仁田峠付近から、霞川・金子台を横切り、

狭山丘陵西端・箱根ヶ崎、三ツ木・砂川・旧立川飛行場、谷保・矢川付近を経て多摩川沖

積低地まで延びる。立川断層は、1970 年代にその存在が明らかにされ（松田・羽田野，

1975；松田ほか，1975）、初期の調査研究により北東側を隆起させる縦ずれ断層（逆断層）

とみなされるようになった（山崎，1978）。ここでは、形成期を異にする地形面群を、崖

向きを同じくして横断する一連の小崖地形の存在が、立川断層認定の手かがりとなり、そ

の崖地形の形態が、膨らみを伴い撓曲崖状をなすことがこれを逆断層とする主な根拠とさ

れてきた。以来、このような見解を基本として調査研究が進められた（東京都、1998，1999，
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2000 など）。これらの成果に基づき、地震調査委員会（2003）は、立川断層帯の活動性に

ついての評価作業を試み、過去の活動については「立川断層帯の平均的な上下方向のずれ

の速度は、0.2-0.3 m/千年程度と推定される。本断層帯の最新活動時期は約 2 万年前以後、

約 1 万 3 千年前以前で、平均活動間隔は 1 万－1 万 5 千年程度であった可能性がある」と

した。加えて、その将来の活動について「①将来マグニチュード 7.4 程度の地震が発生す

ると推定され、②その際に北東側が相対的に 2-3 m 高まる撓みや段差が生じる可能性があ

る。③今後 30 年の間に地震が発生する可能性は、我が国の活断層の中ではやや高いグル

ープに属する。」とした。さらに、地震調査委員会（2011）は 2011 年東北地方太平洋沖地

震の発生に関連して次の大地震発生確率が高まった活断層の一つとして立川断層帯の名を

挙げている。その一方で、市街地域での調査研究は制約が多く、立川断層の将来の活動性

を予測するためのデータの質・量が著しく進展するには至っていない。立川断層帯の断層

型の確定、変位累積過程の定量的把握、最新活動を含む活動履歴の明確化などにつながり、

最終的には人口密集地での精度の高い強震動予測につながる、豊富で質の高い基礎資料の

収集を急ぐことが必要であると言える。 

 この様な背景を踏まえて、昨年度は武蔵村山市榎地区において、立川断層の中央部にお

いて、断層によって形成された撓曲崖地形とされてきた小崖地形を横断する巨大トレンチ

調査（榎トレンチ）を実施した。今年度は、これに引き続き、立川断層北部の変位様式や

活動性を明らかにする目的で、東京都西多摩郡瑞穂町箱根ヶ崎地区、狭山神社南東側の斜

面中腹部においてピット掘削調査を実施した（図 1）。本調査地は狭山丘陵西端部の南向き

斜面を構成する孤立した小丘に位置し、立川段丘面を変位させる南西側落ち撓曲崖（山崎、

1978）の南東延長にあたる（図 2）。従来は、この小丘の南向き斜面基部に断層が通過す

るとされてきた（関口ほか、1996）。今回、米軍撮影の大縮尺空中写真の判読や、同様の

空中写真を用いた航測図化による地形の復元を行い、改めて検討を行った。その結果、立

川段丘面を変位させる撓曲崖の南東延長は、小丘南東斜面基部に延びるのではなく、小丘

斜面中腹部に存在する、尾根線と直交方向に延びる南落ちの高度変換線に延びることが分

かった（図 2 および図 3）。この高度変換線は、小丘の両側に分布する新期の変動崖地形と

ほぼ一直線に連なる位置にあたる。加えて、斜面の高度変換線に沿っては、小丘の尾根線

に見かけ上左ずれが認められるほか、小丘の西側斜面基部、すなわち立川段丘面との交叉

線にも左ずれが認められる。このように、箱根ヶ崎地区では、立川段丘面および狭山丘陵

南西斜面の小丘地形という、異なる形成時代および分布高度の地形が、ほぼ連続的な一線

をもって系統的に左方向に食い違い、かつ北東側が高まるという現象が観察される。また、

崖上の立川段丘面上に旧流路跡が分布し、崖線付近で風隙地形をなしている（山崎、1978）。

このような変動地形の予察的な観察結果は、立川断層が、高角の左横ずれ成分をともなう

断層であること、また、立川断層が立川段丘面離水期よりも更に新しい時代に活動したこ

とを示唆する。 

 このような変動地形の観察事実に基づき、小丘南向き斜面に認められる高度変換線と直

交方向に、小規模なピットを掘削した。なお、ピット掘削に際しては、事前に新旧の航空

写真を比較し、大規模な人工改変が調査地で行われていないことを確認した。掘削に際し

ては、小型のバックホーを用いて表土を剥ぎ取り、調査溝を掘削の後、壁面整形・板打ち

を行った。その後、壁面のレーザー測量と写真撮影を行い、壁面全体のモザイク写真を作
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成した。その後に壁面観察を行った。これに基づき、地層の層相・分布について詳細に記

載を行い、地層を I 層から VI 層に区分した。これらの結果を考慮し、年代測定試料の採

取を行い、（株）地球科学研究所に放射性炭素同位体年代測定の実施を依頼した。  

 図 4 にピット壁面の写真・地層区分・構造および年代値を示す。トレンチの壁面には、

新旧の斜面堆積物（上位よりⅠ〜VI 層）と、これらを切断する衝上断層が露出した。I 層

は丘陵斜面最上部を構成する暗茶褐色シルト質中粒砂層であり、礫を含まず、現世の植物

根を多く含むほか、ルースで多孔質であり、細粒部は土壌化していることから、現世の土

壌層と考えられる。II 層は、暗赤褐色を呈し、東面・北面・西面で I 層の下位に、斜面と

ほぼ平行に分布する泥質の基質支持の砂礫層であり、細礫を含むほか、炭化植物を稀に含

む。堆積構造は不明瞭であり、斜面堆積物と考えられる。IV 層と V 層は暗オリーブ色の

有機質分を含む火山灰質シルト・細砂層であり、礫は殆ど含まず、塊状を呈し、全体とし

てはほぼ斜面と平行に分布している。ローム層起源の斜面堆積物と考えられる。両者の境

界面は不明瞭であるが、テクスチャの違い（IV は光沢のあるテクスチャ）を手がかりにす

ると斜面とほぼ平行な境界面を推定することが出来る。VI 層は風化したチャート・砂岩主

体の亜円・亜角礫を含み、基質支持の不淘汰な風化砂礫層である。基質はシルトから粗粒

砂であり、風化による粘土化が進行し、かつ固結している。VI 層は狭山丘陵の背面を形成

する芋窪礫層（植木・酒井、2007）の再堆積による更新統の砂礫層と考えられる。III 層

および Va 層は断層帯に挟み込まれた地層であり、Va 層と III 層上部は IV 層ないしは V

層と類似した暗オリーブ色火山灰質シルトからなる。III 層下部は VI 層と岩相の類似した

砂礫層を含む乱雑な構造を呈している。 

 断層面は北傾斜であり、底面近傍で 70-80 度程度と高角であるが、上方に向かって顕著

に低角となる。いずれの壁面でも、断層は IV 層のみならず上位の III 層および II 層も切

断し、上端はほぼ地表面付近まで到達していると見られるが、露頭最上部は現世の地表面

を構成する現世の土壌層（I 層）に覆われる。このことから、断層は II 層堆積終了後に活

動したと考えられる。東壁面では断層で切断される III 層を不整合に II 層が覆っているこ

とから、III 層堆積以降・II 層堆積前に断層活動が推定される。また、西側壁面では断層

に挟み込まれた Va 層は IV 層に覆われていることから、Va 層堆積以降・IV 層堆積以前に

断層活動が推定される。今回測定した 14C 年代の結果を考慮すると、狭山神社地点での立

川断層の最新活動は 530 +/- 30yBP 以降、一回前の活動は 3900 +/- 30 yBP と 4170 +/- 30 

yBP の間、二回前の活動は 7230 +/- 30 yBP と 9640 +/- 50 yBP の間となる。このように、

狭山神社ピットの結果は、立川断層が歴史時代の活動を含み、完新世に複数回活動したこ

とを示唆する。ただし、一回前と二回前の活動時期については、14C 年代に多少のばらつ

きが見られることから、今後さらに 14C 年代測定を増やし、一回前・二回前の活動につい

てさらに検討を進める。 

 また、底面には断層の走向方向に非対称な延性剪断帯が露出し、その微細構造を観察す

ると、以下のことが分かった（図 5、6）：剪断帯の主たる延び方向（Y 面）とは時計回り

に斜交して，破砕岩片（礫）の定向配列（P 面）が含礫層中に認められる．また，Y 面と

反時計回りに斜交して，暗色ローム層中に開口裂罅（れっか）（T 面）が形成され，含礫層

が狭長に入り込んでいる．さらに，Y 面と反時計回りに斜交して，岩相境界（Y 面）に左

ずれの変位を与える小断層（R1 面）が形成されている．一部の R1 面は，T 面の縁や含礫
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層中にも認められる．以上の断層微細構造の観察事実から，この剪断帯は左横ずれ成分が

卓越すると考えられる。このことは、上述した変動地形学的な特徴と整合的であり、本地

点での立川断層が縦ずれ成分のすべりを有する左横ずれ断層であることを示す。 

 今後は、更なる堆積物の年代測定や火山灰分析などに基づいてトレンチ壁面に露出した

地層の層序を確立し、詳細な断層の活動時期についてさらに検討する。また、断層の微細

構造についても更に詳細に解析を進める予定である。 

 

2) 阿豆佐味天神社トレンチ調査 

 瑞穂町殿ヶ谷地区では、狭山丘陵南斜面を流下する沖積扇状地面群に、上流側が低下す

る「逆向き」低崖地形が分布する（図 7）。沖積扇状地面群は開析度や分布高度などの特徴

から新旧の面に区分することができる。このうち最も低位の面は立川段丘面上の開析谷に

連続する現世の地形面である。一方、これより上位の扇状地面群は離水しており、このう

ち最下位の面はその南端部で立川段丘面に収斂しており、簡易掘削の結果によれば地形面

は立川ローム層で直接構成される。このことから、離水した扇状地面群は、最終氷期末期

から完新世にかけて、立川ローム層と同時あるいはこれを切って発達したとみられる。こ

のように立川段丘面形成期以降に形成された新旧の扇状地面群に、上流側が低下する「逆

向き」低崖地形が分布する。すなわち、初生的には下流側、すなわち南に向かって高度を

下げる扇状地面が、ある一線をもって、下流側が膨らみを伴って持ち上がる、異常な地形

が存在する。加えて、崖高は古い地形面ほど大きく、新しい地形面ほど小さく、累積性が

認められる。この低崖地形は、箱根ヶ崎地区で認められる左横ずれを伴う撓曲崖地形にほ

ぼ連続し、崖地形に沿ってはいくつかの地点では小河川の左屈曲が認められる。 

 以上の地形的な特徴をふまえて、瑞穂町殿ヶ谷地区・阿豆佐味天神社南東側でトレンチ

調査を実施した（図 8）。調査溝はほぼ南北方向に長さ約 30 m, 深さ約 3 m にわたり掘削

した。ここでは、北向き小崖地形が、調査敷地北端部と南の 2 条が調査溝を横断するとみ

なして掘削を行った。しかし、調査溝には断層に伴う明瞭な変形構造は出現しなかった（図

9）。壁面は上位から耕作土、シルト質中流砂礫層、玉石混じりの砂礫層からなる。玉石混

じりの砂礫層は立川礫層と考えられるが、立川段丘面と異なり、ここでは立川ローム層は

欠落し、河川成の砂礫層が累重する。これらの地層にはいずれも断層変位ないしは変形を

被った痕跡は認められない。ただし、最下位に分布する玉石混じりの砂礫層の上面は緩や

かに南に向かって高度を上げており、この構造は初生的な扇状地面の構造に反して南上が

りとした地形の観察と一致する。 

 

3) 極浅層反射法地震探査 

 地形と対応するスケールでの地下数 10 m までの詳細な地質構造を明らかにするために、

武蔵村山市榎地区（Line A）および瑞穂町殿ヶ谷地区（Line B）において極浅層反射法地

震探査を実施した（図 8 および図 10）。両地区とも、P 波震源として小型油圧インパクタ

ー（JMS-65-2）を、S 波震源として小型電磁式バイブレーター（Geomatrix 社製 ELVIS-III）

を用いた（図 11）。主な探査仕様は以下のとおりである： 

 

Line A（P 波）:  
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震源：小型インパクター 1 台 

スタック数：5 回 

発震間隔：1.5 m 

チャンネル数：300 

受振点間隔：1.5 m 

サンプリングレート：1 msec 

レコード長：2 sec 

 

Line A（S 波） 

震源：ELVIS-III 1 台 （一部ミニインパクター） 

スタック数：2-3 回  

発振周波数: 15-200Hz 

スイープ長: 14sec. 

発震間隔：1.5m 

チャンネル数：300 

受振点間隔：1.5 m 

サンプリングレート：1 msec 

レコード長：2sec 

 

Line B（P 波） 

震源：ミニインパクター 1 台 

スタック数：5 回 

発震間隔：1.5 m 

チャンネル数：209 

受振点間隔：1.5 m 

サンプリングレート：1 msec. 

レコード長：2 sec. 

 

Line B（S 波） 

震源：ELVIS-III 1 台  

スタック数：2-3 回  

発振周波数: 20-200Hz 

スイープ長: 14sec. 

発震間隔：1.5m 

チャンネル数：209 

受振点間隔：1.5 m 

サンプリングレート：1 msec 

レコード長：2 sec 

 

 探査仕様の特色としては、独立型レコーダーを多数展開し、全測線固定展開で受振・発
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震を実現したことである。これにより、重合数を最大限高めることができるほか、表面波

の領域外の反射波を捉えて処理することが可能になり、より高精度のイメージングが期待

される。図 12 および図 13 にショット記録の例を示す。Line B の一部区間は交通ノイズ

により記録の劣化が認められるが、それ以外は概して良好な記録が得られている。今後は、

共通反射点重合法による反射法解析を進めて地下数 10 m までの詳細な地質構造のイメー

ジングを行い、ボーリングデータなどを利用して変動地形との対応関係などを詳細に検討

する。 

 

(d) 結論ならびに今後の課題 

 空中写真判読と航測写真図化により変位地形の検討を行い、その結果に基づき、左横ず

れに伴う断層変位地形と推定される二箇所で、ピット（狭山神社地点）およびトレンチ（阿

豆佐味天神社地点）調査を実施した。また、変位地形の極浅部の地質構造を解明するため

に、極浅層反射法地震探査を実施した。このうち、狭山神社地点では、断層は新旧の斜面

堆積物を切断する明瞭な断層構造が認められた。断層はほぼ地表面直下まで到達しており、

完新世に複数回の活動が認められる。また、底面に露出した断層の微細構造を詳細に検討

した結果、左横ずれ断層に特徴的な構造が認められた。これは同地点で認められる、尾根

線および崖線の左屈曲および南向き斜面の傾斜変換線といった地形的特徴と整合的であり、

立川断層が左横ずれ成分を伴う断層であることを示唆する。同様に、同町殿ヶ谷にてトレ

ンチ調査を実施し、地形と調和的な南上がりの構造が堆積物に認められたが、明瞭な断層

構造は出現しなかった。 

 今後は、年代測定などを更に実施し、堆積物の年代推定を行い、過去の断層活動時期を

詳細に推定する。また、周辺で得られている古地震のデータ（宮下ほか、2005; 2007）と

比較検討を行い、立川断層の過去の活動時期や再来周期について検討を行う。また、今年

度に取得した極浅層反射法地震探査のデータ解析を進め、これらを合わせて立川断層の位

置や活動性などその実態について、更に詳しく検討を進める予定である。 
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(3) 平成２６年度業務計画案  

 立川断層帯全体を対象にして既存資料を収集するとともに、地形・地質調査・航測図化

および空中写真判読等に基づく変動地形学的な調査観測を実施し、活断層・変動地形の位

置・分布・変位様式について検討を行う。また、断層帯の活動履歴と，特に変位様式を明

らかにすることを目的としたトレンチ・ボーリング・極浅層反射法地震探査等の調査を実

施する。以上とほかのサブテーマの結果に基づき、三年間の調査観測の成果をふまえた断

層帯の地表位置の詳細な位置情報や平均変位速度などについて取りまとめを行い、強震動

計算に必要な断層の位置・形状などに関する情報を提供する。 
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図 1 立川断層の位置図（関口ほか，1996 を改変）。右上図は立川断層帯の位置を示す

（地震調査研究推進本部、2003）。 
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図 2 狭山神社ピット地点の位置図（黄色）。背景は 2013 年撮影の航空写真。赤実線は

中田・今泉編（2002）による立川断層の地表位置、赤破線は本研究で推定した立川断

層の地表位置を示す。 
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図 3 狭山神社ピット地点の位置図（黄色）。白線は 1946 年撮影米軍空中写真の航測図

化により作成した等高線を示す。等高線の間隔は 1 m。背景は等高線の作成に使用した

空中写真の一部（M68-A-6 165）である。赤破線は本研究で推定した立川断層の地表位

置。 オレンジ色の破線は丘陵の尾根線、黄緑色の破線は丘陵北西向き斜面基部の崖線を

示す。また、薄青色は撓曲崖線より北東側に認められる立川段丘面上の旧流路跡の概略

位置を示す。 
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図 4(a) 狭山神社ピット A 東壁面のモザイク画像。グリッド間隔は 1 m。赤線は断層を、

白線はユニット境界を示す。14C 年代値は conventional age (yBP)である。 
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図 4(b) 狭山神社ピット A 西壁面のモザイク画像。グリッド

間隔は 1 m。赤線は断層を、白線はユニット境界を示す。14C

年代値は conventional age (yBP)である。 
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図 6 狭山神社ピット A 底面に見出された断層微細構造の解釈。左手が西壁面。右下に

は左横ずれ断層に見られる複合面構造の模式図を示す。 

図 5 狭山神社ピット A 底面に見出された断層構造。 
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図 7 航測図化により復元した阿豆佐味天神社トレンチ地点周辺の地形。トレンチの位

置は黄色の矩形で示す。赤破線は変位地形の推定地表位置を示す。 
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図 8 阿豆佐味天神社のトレンチ調査地点と反射法地震探査測線位置図（重合測線）。

トレンチの位置は赤色の矩形で示す。白線は航測図化により復元した阿豆佐味天神社ト

レンチ地点周辺の地形を示す。 
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図 9	
 阿豆佐味天神社トレンチ東壁面のモザイク
画像。  
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図 10	
 極浅層反射法地震探査・榎測線の位置図（重合測線)。青い枠線は榎トレンチ
の位置を、黄色線は三次元反射法地震探査測線を示す。背景の黒線は航測図化によっ

て復元した人工改変前の地形を示す。  
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図 11 極浅層反射法地震探査の作業の写真。（左上）榎トレンチ測線における小型 S 波バイ

ブレーター（Geomatrix 社製 ELVIS）による発震。（右上）榎トレンチ測線における小型 P

波インパクターによる発震。（左下）阿豆佐味天神社測線の展開風景。（右下）使用した独立

型収録機器（Geospace 社製 seismic recorder GSR-1）。 
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図 12 P 波極浅層反射法地震探査のショット記録。（上）榎トレンチ測線、（下）

阿豆佐味天神社測線。 
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図 13 S 波極浅層反射法地震探査のショット記録。（上）榎トレンチ測線、（下）阿豆

佐味天神社測線。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


